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研究成果の概要（和文）：  精神疾患における生活障害の脳機構を解明するために、実生活における対人行動としての
会話をとりあげ、その最中の脳機能を近赤外線スペクトロスコピィNIRSを用いて検討した。統合失調症においては、生
活障害に関連する陰性症状や不統合症状が右下前頭部の賦活低下と、うつ病においては生活機能レベルが左前頭部の賦
活低下と関連していた。このように、実生活real-worldにおける脳機能を評価する脳画像法を確立し、その低下が精神
疾患の生活障害と関連することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Brain substrates of social behavior were investigated using near-infrared 
spectroscopy (NIRS) just during the conversation. Frontal and temporal activations during the 
conversation were negatively correlated with negative symptoms assessed using PANSS in schizophrenia and 
were also negatively correlated with functional level assessed using GAF in major depressive disorder. 
These results demonstrate successful establishment of functional neuroimaging examination just during 
social behaviors, which can be called as “real-world neuroimaging” and will be available in elucidating 
brain mechanisms of daily living dysfunction in psychiatric disorders.

研究分野： 精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 
統合失調症や気分障害などいずれの精神

疾患においても、診断と治療のいずれにおい
ても精神症状だけでなく社会生活障害が重
要である。この社会生活障害の脳基盤につい
て、fMRI をはじめとする脳機能画像研究が
行なわれてきており、｢感情脳｣ ｢社会脳｣に
おける障害が明らかとなってきている。 
しかしこうした従来の研究における検査

は、検査室で仰臥位となりガントリーの中で
頭部を不動にしておくという、実際の生活場
面とはかけ離れた不自然な状況での脳機能
画像検査を余儀なくされている。したがって
得られる結果も、状況や姿勢によらず一貫す
る脳機能に限定されたものであると解釈す
べきで、例えば気分や意欲などの検査の場面
に依存して大きく変化すると考えられる脳
機能については、こうした検査法での解明に
は限界がある。 

 
２．研究の目的 
 
本研究は、自然な状態において簡便に脳機

能を測定できるという近赤外線スペクトロ
スコピィ NIRS の特色を生かして、統合失調
症や気分障害などの精神疾患における脳機
能の特徴を実際の生活場面で明らかにし
（「real-world 脳機能画像」）、社会生活障害の
脳基盤をこれまでの脳機能画像検査よりも
はるかに実際の生活場面に即して検討する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
研究は 4 年間計画で行った。第 1 年度は

NIRS による real-world 脳機能検査法の確立、
第 2 年度は精神疾患における社会生活障害の
脳基盤の解明、第 3 年度は精神疾患における
社会生活障害の定量評価の実現、第 4 年度は 
社会生活障害の背景をなす脳機能障害の自
己改善法の検討である。 
 
４．研究成果 
 
(1) 統合失調症を対象とした検討  

この会話課題を用いて、統合失調症（男性

20 例・女性 11 例，35.1±12.4 歳，罹病期間
11.2±8.7 年）を対象として、年齢・性別を合
致させた健常者と比較すると、会話による脳
機能の賦活は背外側前頭前野においては健
常者と差を認めず、腹外側前頭前野において
賦活が減衰を示すという結果であった。 
 統合失調症における実行機能の低下と、自
我機能の過敏に対応する可能性が考えられ
た。また、発話／聴取相に応じた賦活の変動
が明瞭でなく、情報の受信・送信の切替え機
能が十分でない可能性が考えられた。この会
話による NIRS データは、ほとんどのチャン
ネルにおいて言語流暢性課題における NIRS
データとは相関を示さなかった。 

 

統合失調症群において、この会話による賦
活は課題における会話の量や質、抗精神病薬
服薬量とは関係せず、PANSS で評価した陰性
症状（N 得点）と右半球の下前頭部と左半球
の上中側頭部において負の相関を認めた。 
 
(2) 気分障害を対象とした検討 
 
 大うつ病性障害（男性 14 例・女性 15 例，
34.5±9.0 歳，罹病期間 4.1±3.6 年）、双極性
障害（男性 14 例・女性 17 例，34.9±6.6 歳，
罹病期間 9.7±7.0 年）を対象として、年齢・
性別を合致させた健常者と比較した。 
うつ病性障害と双極性障害のいずれにつ

いても、会話による脳機能の全体的な賦活は
左半球の背外側前頭前野から前頭極にかけ
て低下を示し、また発話相による賦活は前頭
極で低下を示した。 
大うつ病性障害群においては、全体的な賦

活が GAF 得点と正の相関を、双極性障害群
においては発話相による賦活が発症年齢と



負の相関を示した。 
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